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コア層分割による積層構造材の制振特性改善
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It. has been well.known that composite loss factor of structural three-oriive-layer beam with 

pflrtially covered core 01' sepflrat.ed core into two pa1't.s becomes higher than with ful1 covered 
cores， depending on the beam geomet.o1'ies and inechanacal p1'operties of. the core. These effects 

occur unde1' inc1'ease of ene1'gy dissipation in the edges of core laye1's. In this paper， flexu1'al 
damping charact.eristics of a symmetrical fi ve-layer beam wi th mul ti -separa ted core are 

discussed from resul ts of an approximate strain an担lysis.The analytical resul ts indicate that 

the eff~ct af separation of.core.does not appear in the beam with soft-core layer， but does 
clearl y wi th the hm-d-core layer and also optimal number of separation exists. 
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1.緒言
振動、騒音の対策として粘弾性層と弾性層を

積層した制振構造材が用いられている。これら

の積層構造材の制振特性に関しては、これまで

多くの研究が行われている。その中で拘束層を

持つ積層ばりの場合、弾性材の全面を被覆する

よりもその一部を被覆する方が制振効果が高く

なる場合があることが指摘されている。その主
な理由は全面被覆に比べ部分被覆は粘弾性材端

部における散逸ひずみエネルギーが増大するこ
とに起因するωtmeそのような事実を拡張すれ

ばィ粘弾性材を多分割することにより制振特性

が向上することが予測される。
本研究では、粘弾性層を多分割した場合の制

振特性について解析的に検討した。

2.解析

2. 1基礎式 多分割コア層をもっ対称5層ば

りの解析モデルをFiglに示す。基板、拘束層お

よび粘弾性層の厚さを 2t3，2tv， 2tc、弾性係

数をE3，Ec，Gvとする。
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Fig.l Model of separately covered beam 
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解析にあたり、以下の仮定を設ける。

(1)各層接合面で滑りは生じない。

( 2 )粘弾性層は弾性層に比べ縦弾性係数が微

少であり、軸力は無視できる。

( 3 )弾性体と拘束層のせん断変形を無視し、

減表は粘弾性層のせん断変形より生じる。
(4)各層のたわみは等しく、かっ振動モード

は正規モードを保つ。

各層の軸力および粘弾性層のせん断力のつり

合いを考慮すれば、 5層部および3層部拘束層

軸変位叫 ，Usおよび粘弾性層のせん断ひずみφ

に関する以下の基礎式が得られる t23.

Us =Asinfz./Rc+BcoshJ忌-asinmrq

us=Cq+D …(1) 

伊=(hO-us)/2tv

R~GvL2/(4tvtcEc)， c=xIL， 

a.= Rhn1rWo I L(n2π2 + R)， Ji = t3 + 2tv + Ic 

4nm0 ・ u=ー一一一sinnJZ"c， W = Wo cos nJZ"c 
L. 

n モード次数 Wo ::最大振幅

今、分割数を 2m(偶数分割)とし、分割比α
とすれば、 k分割部における 5層部内，外端部の

関係式は以下のように求められる。
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